
地震動の動揺成分が構造物の破壊に及ぼす影響

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2021-11-19

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: Murata, Akira

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24517/00064442URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


 Back to previous page

地震動の動揺成分が構造物の破壊に及ぼす影響
Research Project

Project/Area Number

12750428

Research Category

Grant-in-Aid for Encouragement of Young Scientists (A)

Allocation Type

Single-year Grants

Research Field

構造⼯学・地震⼯学

Research Institution

Kanazawa University

Principal Investigator

村⽥ 晶   ⾦沢⼤学, ⼯学部, 助⼿ (30283097)

Project Period (FY)

2000 – 2001

Project Status

Completed (Fiscal Year 2001)

Budget Amount *help

¥1,800,000 (Direct Cost: ¥1,800,000)
Fiscal Year 2001: ¥500,000 (Direct Cost: ¥500,000) 
Fiscal Year 2000: ¥1,300,000 (Direct Cost: ¥1,300,000)

Keywords

動揺地震動 / 振動実験 / 地震応答解析

Research Abstract

本研究により本年度は以下の成果を得た。 
1.昨年に引き続き動揺地震動特性解明のため、研究室所有の上下・⽔平2軸同時加振振動試験機による振動試験を⾏った。その結果、不整形地盤における地盤境界部で動揺地震動成分が励
起されること、その発⽣の程度は⽔平⽅向地震動の⼤きさと⼊⼒される振動数に依存すること、不整形地盤の硬軟境界部の形状により動揺地震の発⽣の程度が変化することを明らかにし
た。また、振動数の違いにより発⽣する動揺地震動成分のモードも不整形地盤の硬軟境界部の形状により⼤きく異なることが明らかとなった。さらに、動揺地震動成分導出に⽤いる上下
⽅向加速度成分は⼊⼒上下⽅向加速度成分の⼤きさに依存せず、⽔平⽅向加速度にその発⽣を起因することが明らかとなった。 
2.港湾におけるクレーン構造物のようなトップヘビーな構造物に動揺地震動が⼊⼒されると、構造物を⽀える地盤で傾斜が⽣じることから、頂部で⼤きな加速度や変位が⽣じ転倒モーメ
ントが強く働くことに加えて、構造物下部においてもせん断⼒等の⼤きな負荷が⽣じるため、⽔平動だけでは転倒・損壊しないような⼊⼒でも、損壊・転倒を発⽣させることが明らかと
なった。 
3.有限要素法による解析結果より、構造物頂部の加速度が同⼀になると仮定すると動揺地震動は⽔平地震動⼊⼒で受ける被害の3分の2の被害を与えることが明らかとなったことから、今
後⾏われる耐震設計指針改訂に際し⼀つの知⾒を提供することができた。
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